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（COVID-19）は、2020 年 3 月 11 日、世界保健機構（WHO）のテドロス事
務局長によって正式にパンデミックとして認定された
（1）
。2020 年 9 月 5 日
現在で、世界で約 2,650 万人の累計感染者と約 83 万人の死者を数えてい
る
（2）
。日本においても、2020 年 9 月 5 日現在、都市部を中心に約 7 万人の
感染者と約 1400 人の死者が出ている
（3）
。2020 年 4 月 7 日、安倍総理大臣




















感染の拡大は収束せず、2020 年 8 月初旬の第二波のピークを経て現在に
至っている。
　コロナウイルスの感染は、2020 年 9 月の時点でも日本社会の様々な営
みに多大な影響を与え続けており、大学教育も例外ではない。文部科学省

































え、文科省による「7 月 1 日 ( 水 ) 時点における授業の実施方法について」
という調査報告では、全体で、対面授業のみ実施の学校が 16.2%、遠隔授






(1）3 月 6 日の春期卒業式における時間の短縮と参加人数の制限を実施し
た。




















(6）秋学期の授業開始日を 8 月 31 日とし、オンライン授業と対面授業の
双方を実施することとした。
(7）秋学期の独身寮の限定的再開を決め、一部学生が寮に戻った。


























68 コロナ禍における TCU のオンラン教育に関する研究
受講し、オンラインの学生生活を送る学生の生の声を聞くため、春学期中












































　無記名のオンラインアンケート調査は、2020 年 6 月の時点での TCU の
全学生 170 人（休学中の学生を除く）に対して実施された。回答は 124 人
から寄せられ、有効回答の割合は 72.94% となった。124 人の中には、英
訳されたアンケートに回答した 12 人の英語話者が含まれていたが、英語
アンケートには、日本語のアンケートと内容の異なる部分が一部あったた





149 が母数となり、有効回答の割合は 75.17% となった。内訳は、学部 1
年生 24 人、2 年生 20 人、3 年生 21 人、4 年生 24 人、大学院 1 年生 14 人、











70 コロナ禍における TCU のオンラン教育に関する研究
る質問（23 問）、③信仰生活に関する質問（9 問）、④寮や通学に関する質


































































（20）大学の職員と有志の学生が作成している 30 分ほどの YouTube 番組
72 コロナ禍における TCU のオンラン教育に関する研究
回答［TCU 教員 15.7%、TCU 職員 6.7%、牧師 33.7%、教会の人（牧師
以外）28.1%、親 55.1%、兄弟姉妹 28.1%、TCU の友人 66.3%、TCU
以外の友人 53.9%、家族 5.6％、その他はすべて 1.1％以下］
6）新入生以外の学生さん（学部から大学院へ進んだ学生さんも含みます）








内・外での）44.2%、職員との交わり 28.6%、TCU 生同士の交わり 74%、



















































分の感情に気づいて表現できること ( 情緒的健康 )、状況に応じて適切に考え、
現実的な問題解決ができること ( 知的健康 )、他人や社会と建設的でよい関係を














































は、対象となった 766 人の大学生のうち、84.9% が、相談相手がいると答
えており、TCU の 80.4% は、ほぼ全国平均並と言える
（26）
。しかし上記 2 件







（25）全国大学生生活協同組合連合「学生生活実態調査 ( 学調 )」（https://www.
univcoop.or.jp/about/24hour/24hour_14.html：2020/9/8 確認）
（26）「先輩に聞きました。身近に相談相手、いる？」調査：株式会社クロス・マー
ケティング、調査サンプル：大学生 766 人、調査期間：2013 年 11 月 10 日―11
日（https://journal.rikunabi.com/p/break/souken/7872.html：2020/9/9 確認）


























かし TCU の友人（66%）は、2015 年の調査結果より 15% 多く、3 人に 2
（27）「大学生活の悩みに関するアンケート」調査会社：株式会社 トモノカイ、調
査方法：WEB アンケート、調査対象：t-news 会員、有効回答数：499 人、調査
日時：2015 年 10 月 26 日 ( 月 )―2015 年 11 月 08 日 ( 日 )、（https://www.tnews.jp/
entries/23751：2020/9/9 確認）
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（28）東京大学新聞社によるアンケート調査：調査期間：2020 年 7 月 15 日―19 日、
調査方法：オンライン、対象：東京大学学部 1 年生―修士 1 生年、回答数：259
（https://www.todaishimbun.org/online_class20200808/：2020/9/11 確認）
（29）「オンライン講義に関する学生アンケート結果概要報告」調査期間：2020 年 
6 月 1 日―6 月 10 日、調査方法：オンライン、対象：在学生 7,858 名（https://www.
josai.ac.jp/albums/abm.php?f=abm00046933.pdf：2020/9/11 確認）
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　7 月 22 日に TCU 生 14 人を対象に実施されたオンライン・グループイ
















（30）Michel Quinn Patton, Qualitative Research and Evaluation Methods (Thousand Oaks, 
California: Sage Publications, 2002)

















































































































































































































































































































































































































してから１ヶ月半から２ヶ月半が過ぎた、6 月中旬から 7 月中旬の間に期
間に実施された。一方、本稿は 8 月の下旬から 9 月の上旬にかけて執筆さ
れている。調査が終了してから、9 月上旬までのわずかの間でも、新型コ
ロナ感染の状況は非常に流動的である。6 月から 7 月にかけては、秋学期
の授業形態を、主に対面とハイフレックスにする準備がなされたが、9 月
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は決して高く無い。加えて、TCU の学生数は 170 人と非常に少なく、日



















































　また新約聖書、ローマ人への手紙 5 章 3 節、4 節にも、「忍耐」するこ
とに関して、以下のような記述が見られる。
（31）堀越 勝『感情のみかた』いきいき株式会社出版局、2015 年、93-94 頁。
98 コロナ禍における TCU のオンラン教育に関する研究
それだけではなく、苦難さえも喜んでいます。それは、苦難が忍耐を
生み出し、忍耐が練られた品性を生み出し、練られた品性が希望を生
み出すと、私たちは知っているからです。この希望は失望に終わるこ
とがありません
（32）
。
　堀越は、我慢する上で、人が目的意識を持つことの重要性を語っている。
しっかりした目的を持つとき、人は苦難をただやり過ごすだけではなく、
その中で人間的に成長することが出来ると語っている。また聖書は、苦難
には目的がある。それはそこから生み出される品性や希望であると教えて
いる。
　本研究では、新型コロナウイルスの蔓延に伴う様々な不自由さの中で、
学生の信仰の成長や霊的形成に着目しつつ、授業を改善することや、学生
同士の交わりの機会を増やすことを提唱した。もちろん重要ではあるが、
それらは対症療法的であるあると言えるかもしれない。上記の学生の声
や、忍耐に関する堀越の話しを聞く中で、大学が取り組むべきもうひとつ
のことを思わされた。それは学生がコロナ禍にあって、個々の目的や目標
を見出すことができる手伝いをするということである。この困難な時期
を、学生自身が目的意識を持ちつつ、創造的な営みを持って乗り越え、そ
の先に希望を見出すことが出来れば、今の苦難は、信仰者としての学生の
大きな成長につながるからである。
（32）新改訳聖書 2017、新日本聖書刊行会、2017 年。
